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教 育 研 究 業 績 書 

令和 4 年 3 月 31 日 

氏名  前 田 敬 子   

著書、学術論文等の名称 

単著、 

共著の 

別 

発行又は 

発表の年月 

発行所、発表雑誌等又

は発表学会等の名称 
概        要 

（著書）     

（再掲） 

1 実践保育内容シリー

ズ「言葉」 

 

 

 

共著 

 

平成 26 年 4 月 1

日 

 

一藝社 

 

第 6 章「書き言葉の発達」（62～73 頁）

と第 11 章「さまざまな児童文化財」

（116～126 頁）の章を執筆した。 

（再掲） 

２「保育者養成校の言語

表現」（三恵社）  

 

単著 

 

令和３年３月 

 

三恵社 

 

全 25 課（100 頁） 

（学術論文）     

1. ふた手に分かれるジ

ャンケン「グーパー・

グーチーの研究」 

単著 平成 21 年 3 月 福井大学言語文化学

会 

『国語国文学』 

子どもが遊ぶとき、二つのグルー

プに分かれるためにジャンケンの手

形を使うことがあるが、その掛け声

の分布について、福井県嶺北地方を

中心に調べ、全国分布の中でどのよ

うな位置を占めるかを確認した。 

 

2. 「映像と活字の特性～

三島由紀夫『潮騒』を

例に～」 

単著 

 

平成 22 年 3 月 

 

「仁愛女子短期大学

研究紀要」 

第 42 号 

 

小説が映画化されると小説（書籍）

も売れ行きが良いようだが、往々に

して映像は主人公を中心に進む、単

純化された構成に変わることを、小

説の描写と映画を比較しながら説明

した。小説の多面的な視点や深い心

理描写に気づかせる意図をもつ 

 

3. 「教職員間セクハラ防

止指針に PDCA サイク

ルを」 

 

単著 平成 22 年 10 月 教育開発研究所『教職

研究』 

11 月号 

 

女性の地位の低さを表面化しにく

い切り口から明らかにしようとし

た。自治体では文部省（当時）の指導

により公立学校の職場環境を守る指

針が 1999 年に作られた。だが、歳月

を経るうちに指針が忘れ去られ形骸

化して、その後の均等法の改正通り

に改められていないことを、全国都

道府県教育委員会への調査によって

明らかにした。 

問題の本質が理解されず、再発防

止のための研修を行うなどの継続し

た取り組みが望めないのが現状であ

る。 

 

4. 幼児教育学科学生の

ジェンダー観 

単著 

 

平成 23 年 3 月 

 

「仁愛女子短期大学

研究紀要」  第 43

号 

 

幼児教育学科生の職業への思いや

生き方の展望をアンケートによって

調べた。本学生活学科学生と幼児教

育学科学生、及びＮＨＫ調査結果と

を比較すると、生活学科生とＮＨＫ

調査結果は似ているのに対し、幼児

教育学科生は明らかに異なる。 

幼児教育学科学生は、女性に生ま

れたことを幸福と感じる割合が高

く、保育士として就職した後は仕事

と子育ての両立よりも自身の子育て

を優先したいと回答する割合が高い

ことが分かった。 

 

5. 童謡と絵本の表現～ 単著 平成 24 年 3 月 「仁愛女子短期大学 絵本の形容詞と童謡の形容表現は
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形容詞と形容動詞～ 

 

 研究紀要」  第 44

号 

 

どのように異なるかを調べた。 

絵本は「絵」で表現するために、目

で見ればわかる形容の言葉は少な

い。 

一方、童謡は「耳で聞いて想像す

る」ために、色や形などの視覚的なイ

メージを喚起する形容の言葉が多い

ことを明らかにした。 

 

6. 公立学校教職員間セ

クシュアル・ハラスメ

ント防止対策の問題

点（査読付） 

 

単著 

 

平成 24 年 9 月 

 

日本ジェンダー学会 

『日本ジェンダー研

究』 

第 15 号 

 

全国４７都道府県教育委員会策定

の公立学校を職場とする職員を対象

としたセクシュアル・ハラスメント

防止のための指針等の文面が、男女

雇用機会均等法に基づく厚生労働大

臣指針の条件にどの程度合致するも

のかを分析し、相談窓口の不備と現

状ふまえた改善策の欠如等の課題を

明らかにした。 

 

7. 公務職場のハラスメ

ント防止対策 

共著 

 

平成 25 年 3 月 

 

「仁愛女子短期大学

研究紀要」  第 45

号 

 

福井県内の県庁市役所と、近隣県

も含めた大学短大の対策の現状につ

いてまとめた。役所の縦割りの弊害

をよそに、大学では先進的で堅実、継

続的な取り組みが見られた。 

共著者 木下由香 前田敬子 

 

8. タオル人形作りと人

形劇 

 

単著 

 

平成 25 年 9 月 

 

全国保育士養成協議

会第 52 回研究大会

「研究発表論文集」

（ポスター発表も兼

ねる） 

 

保育者が幼児の興味関心を引くた

めには、手作り人形が有効と考え、フ

ェイスタオル一枚を使って、手軽で

安価に作れる手人形作りを実践し

た。更に学生の創作脚本による人形

劇に展開させた。そして、その授業実

践を研究大会で発表した。 

だが「子どもの文化」の受講者は 1

教室 60 名を超えた。裁縫も簡単な作

業とは言え、能力に個人差が大きい。

授業時間内に安全且つ円滑に作業を

進めることが困難と判断し、この企

画は２～３年間で止めた。 

 

9. 子どもの絵に表れる

物語理解～表現の保

幼小連携～ 

単著 

 

平成 26 年 

 

「仁愛女子短期大学

研究紀要」第 46 号 

 

幼児が物語をどのように理解して

いるか。福井市及び越前市の幼稚園・

保育園、福井市の小学校の協力を得

て、お話の絵を子どもたちに描かせ

た。文字が書けなくてもお話を耳で

聞いて絵に描くと、理解のほどが現

れる。実生活体験を土台にお話を理

解できるため、幼児期には生活体験

を豊かにするように心がけることが

望まれる。小学校低学年では生活体

験も一層豊かになり、豊かに想像し

て絵に描くことができる。 

共著者 山田康貴 前田敬子 

 

10. パネルシアター「平

仮名いろいろぺった

んこ」～文字の保幼小

連携～ 

単著 

 

平成 26 年９月 全国保育士養成協議

会第 53 回研究大会

「研究発表論文集」

（ポスター発表も兼

ねる） 

 

平仮名の形で捉え、似た文字の色

を揃え、筆順の同じ字にも着目させ

る工夫を施したパネルシアターであ

る。P ペーパーの特徴を生かし、濁音

や半濁音の重ね貼りをはじめ、何度

でも貼ったり剥がしたりを繰り返す

ことができ、平仮名本体もとても軽

くて丈夫である。 

鉛筆などの筆記具がまだ持てない

幼児も、遊びながら文字が読めるよ

うになる。 

 

11. 「書くこと」の保幼小

連携 

単著 平成 27 年４月 「仁愛女子短期大学

研究紀要」第 47 号 

 

保育者と小学校第 1 学年担当教諭

にアンケートを依頼し、連携の問題

点を明らかにした。 

幼児教育でどこまで文字に親し
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み、どこまで書く能力が必要なのか

が曖昧である。「幼稚園では教えない

で」と小学校教諭から釘をさされる

という声まである。一方、子どもは早

く書きたがるので、筆順や鉛筆の持

ち方は正しくないまま固定されてし

まう。 

短大生の筆順や鉛筆の持ち方にも

不適切な例が多い。保育者養成の指

導の改善を図る示唆を得た。 

 

12. 登美子の冒頭破調表

現～内部韻律の開拓

～ 

 

単著 

 

平成 26 年 3 月

10 日 

 

福井大学言語文化学

会 

『国語国文学』第五十

三号 

 

山川登美子の歌には、上の句を対

句仕立てにする形がある。その形式

がいつの時期にどれだけ表れるかを

明らかにした。新詩社『明星』に投稿

を始めた頃から、登美子は伝統に無

い、新しい韻律を求めており、むしろ

漢詩に近い対句形式を晩年に至るま

で保っていたことがわかった。 

 

13． 『恋衣』再版の意図

（査読付） 

 

単著 

 

平成 27 年 12 月

22 日 

 

お茶の水女子大学国

語国文学会 

『国文』第百二十四号 

 

山川登美子の生前唯一刊行された詩

歌集『恋衣』は、初版からわずか 2 か

月で再版が出た。再版では歌の一部

を入れ替えた。 

新詩社内部の反省や新詩社から外

部批判への回答が、当時の評論から

読み取れること、晶子『みだれ髪』が

版を改める際に、特徴的で難解な表

現を削除していることを根拠に、『恋

衣』歌の入れ替えも「難解」「小主観」

を反省し、欠点を緩和することによ

って、新詩社の姿勢を世に問う意図

があったと考えられる。 

 

14. 学生の「読み聞かせ」

の実情と課題～「心の

理論」をふまえた伝え

方～ 

単著 平成 29 年 3 月 「仁愛女子短期大学

研究紀要」第 48 号 

第１回日本保育者養

成教育学会 

 

学生にとって読みやすい絵本とそ

うでないものがある。実習時の学生

の読み聞かせの振り返りを集積し、

成功しやすい絵本とそうでない本を

明らかにし、難しさの在り処を探っ

た。 

 幼児が他者の心を理解できて初め

て理解できる話がある。心理学を学

んで「心の理論」を理解することが絵

本選びにも必要である。また、登場人

物のそれぞれの思いが伝わるような

読み聞かせ時の音声化のスキルも、

授業を通して養っていきたい。 

 

15. 創られた山川登美子

像～『恋衣』「白百合」

の方法～ 

 

単著 平成 29 年 3 月 福井大学言語文化学

会 

「国語国文学」第五十

六号 

 

山川登美子の『恋衣』収録歌に対す

る与謝野鉄幹の二度の添削を検証し

た結果、登美子の自筆稿本『花のちり

塚』は『恋衣』編纂資料として用意さ

れた原形の集と分かった。 

『花の…』『明星』『恋衣』三者の呼

応から、『恋衣』収録時、鉄幹は『明

星』掲載時の添削経験の無い新しい

歌を見つけては直し、『明星』掲載歌

も再度直した。その過程で晶子とは

異なる登美子の印象が創られた。 

 平成 28 年 12 月３日の口頭発表を

もとに活字化した。 

 

16. 保育者養成校におけ

る実習礼状指導の課

題 

単著 平成 29 年 4 月 「仁愛女子短期大学

研究紀要」第 49 号 

初回礼状に満足する学生は６割、

４割は不満という。不満を解消する

指導はどのようなものか。難しさは

直接に指導を受けた担当者でなく園

長に宛てる点にある。学生は相手を

複数人、教育機関と認識しないため

「（誰それ）をはじめとして」の意味
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を理解しない。封筒表記を高校で習

う割合も全体の 25％に過ぎない。 

筆者（指導者）も礼状の特殊性を把

握し、重要な点を集中的に伝えるべ

きであった。封筒表記見本（実物大）

も与えたい 

 

17．年長児の手紙の深慮

表現～幼小接続の観

点から～ 

単著 平成 30 年 4 月 「仁愛女子短期大学

研究紀要」第 50 号 

年長児の手紙には、相手の心に焦

点を絞る例がある。相手の立場に立

ち、相手を励ましたり喜ばせたりす

る内容、理由や条件付けによって相

手に理解を求める内容など、書字能

力の完成期を迎えた幼児は、書き言

葉を駆使して読み手の心を動かそう

としている。 

18．子どもと関わること

ば・社会人としてのこ

とば 

 

 

単著 平成 30 年 4 月 福井県内保育者対象

アンケート調査研究

報告書 

本学卒業後 6 年未満の保育者は、

本学の学びへの評価が高い。経験年

数につれて、必要とされる能力も変

化していくが、本学卒業生の必要性

の認識は、現場の管理職の認識に近

い傾向がある。 

 

19． 保育者養成校「考え

を形成する」文章表現

～論理的文章と保育

の記録・「～と思うの

で…と思います」「～

のでいいと思います」

を起点に～ 

単著 平成 31 年 4 月 「仁愛女子短期大学

研究紀要」第 51 号 

保育者養成校の文章力向上のため

には、論理的文章の書き方や考え方

と保育の記録の書き方や考え方との

違いを、教員のみならず学生自身が

理解することが肝要であるとの考え

から、主に①「事実」の描き方、②事

実の切り取り方、③事実に基づく考

察の文末表現などを論じ、教員の指

示としては学生の考えを形成するた

めの思考の補助線を必要とすること

をまとめた。 

20. 山川登美子『花のち

り塚』裏表紙不明文字

の解読（査読付）   

単著 平成 30 年 11 月 日本近代文学会『日本

近代文学』第 99 集 

明治時代『明星』の女流歌人、山川

登美子の自筆稿本『花のちり塚』の裏

表紙には不明の文字があったが、解

読できた。そのことにより、『花のち

り塚』は、『恋衣』の下書きの集とし

て用意されたのでなく、結果として、

『恋衣』の編纂資料になったと考え

る。  

21．金子みすゞ「歌へる」

形式 ～連単位の対比

と視点の置き方～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

22．「図書館を利用した学

習」～学習に図書館を

組み込む～ 

 

 

 

 

23．金子みすゞ・創作の種

と転調 

単著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単著 

 

 

 

 

 

 

 

単著 

 

平成 31 年 3 月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 4 年 3 月 

 

 

 

 

 

 

 

令和 4 年 3 月 

 

日本児童文学会『児童

文学研究』第 51 号 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

私立短期大学図書館

協議会『短期大学図書

館研究』第 40・41 合

併号 

 

 

 

 

日本児童文学会『児童

文学研究』第 5４号 

金子みすゞの作品は詩でなく童謡

のジャンルであるが、西條八十の曲

譜を元に、連単位の対比を整えると

ともに、その内容に反論・挑戦する作

品を残している。みすゞの作品を時

系列に追うと、視点の置き方の変化

が見られ、はじめは交差する視線で

描き、後には並行する視線で描き、晩

年には自己を見つめる視線にたどり

つく。『南京玉』や作品「林檎畑」に

も言葉の音楽的要素への着目が窺わ

れる。 

 

 

仁愛女子短期大学図書館を、附属

幼稚園や保育実習、授業と結ぶ教育

活動をまとめた。書籍を利用するほ

かに、場所としての図書館の利用（授

業の前に閲覧の場として利用した

り、後に作品展示に利用したりする

ケース）を整理した。 

 

金子みすゞが白秋の作品をもとに

内容を摂取して、新しい作品を創っ

たこと、また内容だけでなく白秋の

四四五調の韻律も摂取して、自身で

工夫して新しい作品を創った。四四

五調と七五調を組み合わせて、作品

で言わんとする中身を効果的に伝え

ている。 



5 

 

（その他）     

1. つるにょうぼうの研

究 

 平成 22 年 2 月 日本児童文学学会 矢川澄子再話・赤羽末吉絵「つるに

ょうぼう」の形容詞の特徴を口頭発

表した。 

 

2. 働く女性の環境につ

いて～公立学校セク

ハラ防止指針～ワー

クショップ 

 

 平成 23 年 7 月 

 

日本女性学会 

 

男女雇用機会均等法に基づく厚生

労働大臣指針と 47都道府県教育委員

会策定の公立学校を職場とする職員

を対象としたセクシュアル・ハラス

メント防止のための指針等が、どの

ような関係にあるかを論じた。 

 

3. 文章の視点と形容詞

の意味 

 

 平成 24 年 6 月 

 

福井大学言語文化学

会 

 

小学校の国語教科書の文学的文章

を題材に形容詞・形容動詞の意味の

違いを『分類語彙表』に基づいて行っ

た。また、形容詞・形容動詞に含まれ

る評価のはたらきが、文章の視点と

ともにどのような特徴をもって、各

学年を推移しているかを分析した。 

 

4. 読み聞かせ振り返り

シート～附属幼稚園、

学校図書館、学生を結

ぶ～ 

 

 平成 29 年 3 月 

 

第１回日本保育者養

成教育学会 

 

附属幼稚園の資料を基に学生は絵

本を選び読み聞かせをするが、実習

の読み聞かせをそのままで終わらせ

ず、シートに記録し、蓄積したデータ

を後輩たちの絵本選びに活かすシス

テム作りをした。附属幼稚園や附属

図書館と学生の学びを連携させる試

みである。 

学生は、図書館のコンピュータで

検索して、何歳児に何を読んだとき

幼児がどのように反応したか、学生

がどのように自己評価したかを事前

に知ることができる。 

 

5. 山川登美子の目覚め

～『花のちり塚』裏表

 平成 29 年 10 月 日本近代文学会秋季

大会 

これまで判読し得なかった文字の

判読から、歌人山川登美子の自己を
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紙不明文字の判読か

ら～ 

 発見していく過程に迫った。 

 

6. 金子みすゞ「童謡」か

ら自己投影の詩へ～

交差する視線から自

己を見つめる視線へ

～ 

 

 平成 29 年 11 月 

 

日本児童文学学会秋

季大会 

西條八十の童謡等との比較しつ

つ、金子みすゞの童謡創作の手法を

縦断的にたどり、その独自性に迫っ

た。 

 


